


　

８
月
21
日
、
種
子
島
火
縄
銃
保
存
会
の
号

砲
を
皮
切
り
に
、
第
47
回
種
子
島
鉄
砲
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

太
鼓
山
は
、「
え
ー
い
、
チ
ョ
ッ
サ
ー
チ
ョ
ッ

サ
ー
」
と
元
気
な
掛
け
声
と
と
も
に
リ
ズ
ム

よ
く
太
鼓
を
た
た
く
子
供
ら
を
乗
せ
、
男
た

ち
が
威
勢
よ
く
担
ぎ
ま
す
。
今
年
は
プ
ロ
グ

ラ
ム
活
動
の
た
め
来
島
し
て
い
た
東
大
、
京

大
の
学
生
、
よ
さ
こ
い
を
披
露
し
た
鹿
児
島

国
際
大
学
の
学
生
も
参
加
し
、
祭
り
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。
子
ど
も
み
こ
し
は
、
鴨
女
町

こ
ど
も
会
が
優
勝
。
ど
の
チ
ー
ム
も
趣
向
を

こ
ら
し
た
み
こ
し
を
元
気
い
っ
ぱ
い
担
ぎ
、

歓
声
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
午
後
か

ら
の
団
体
手
踊
り
に
は
14
団
体
が
参
加
し
、

華
麗
な
踊
り
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

夕
方
か
ら
行
わ
れ
た
演
芸
大
会
は
、
今
年

も
種
子
島
中
学
校
「
吹
奏
楽
部
」
の
演
奏
で

ス
タ
ー
ト
。
表
彰
式
で
は
、
絵
画
展
表
彰
の

ほ
か
、
子
ど
も
み
こ
し
と
団
体
手
踊
り
の
表

彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。（
結
果
は
左
表
。）
ま

た
、
種
子
島
安
納
い
も
ス
イ
ー
ツ
サ
ミ
ッ

ト
２
０
１
６
の
表
彰
式
も
行
わ
れ
、C

repe 
Shop Barubora

（
ク
レ
ー
プ
シ
ョ
ッ
プ 

バ
ル

ボ
ラ
）
の
「
安
納
芋
娘
」
が
グ
ラ
ン
プ
リ
に

輝
き
ま
し
た
。
表
彰
式
後
は
、
団
体
手
踊
り

に
引
き
続
き
、
鹿
児
島
実
業
高
校
吹
奏
楽
部

の
迫
力
あ
る
演
奏
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。
圧

巻
の
ス
テ
ー
ジ
に
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
と

な
り
ま
し
た
。

　

辺
り
が
す
っ
か
り
暗
く
な
る
と
ま
つ
り
も

終
盤
へ
。
一
昨
年
に
も
参
加
い
た
だ
い
て
い

「子供みこし」
子どもたちの元気な声とパフォーマンス！

鹿児島国際大学
よさこい創生児愛好会

鹿児島実業高等学校吹奏楽部

「太鼓山」川渡り

「南蛮行列」

「港まつり」漁船パレード



る
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
丸
石
輝

正
さ
ん
（
和
歌
山
県
出
身
）
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
や
、

団
体
手
踊
り
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
引
き

続
き
、
鹿
児
島
国
際
大
学
よ
さ
こ
い
創
生
児

愛
好
会
が
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
よ
さ
こ
い
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
晩
夏
を
彩
る
約

４
０
０
０
発
の
花
火
。
華
や
か
に
散
り
、
ま

つ
り
の
終
わ
り
を
告
げ
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
、
賑
や
か
な
一
日

と
な
っ
た
鉄
砲
ま
つ

り
。
今
年
の
鉄
砲
ま

つ
り
も
、楽
し
い
「
夏

の
思
い
出
」
と
な
っ

た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。絵画展

低
学
年

最優秀賞 眞鍋　日向
（榕城小３年）

優秀賞 大﨑　由惟
（上西小１年）

優秀賞 永吉　茉滉
（下西小３年）

高
学
年

最優秀賞 平野　隆一
（下西小５年）

優秀賞 荒木　美脈
（下西小５年）

優秀賞 沖田　楓
（安納小６年）

子供みこしコンテスト
１位 鴨女町子供会
２位 中野子供会
３位 納曽・田屋敷こども会

団体手踊りコンテスト
１位 鹿児島国際大学
２位 亜希藤会
３位 東町婦人会

丸石輝正さん
ミニライブ

種子島中学校吹奏楽部
「きよしのズンドコ節」

タヒチアンダンス
「オリ タヒチ メドレー」

じょんがら女節

市レクリエーション同好会
「男の火祭り」

琉球國祭り太鼓 
種子島支部
エイサー「海の声」

ALOHA JUNE STUDIO× 琉球國祭り太鼓 種子島支部
　「三線の花」

絵画展表彰式

安納いもスイーツサミット 2016 表彰式

「花火大会」
約 4000 発の花火が夜空を彩りました



　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
健
全
化
に

関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
市
の
財
政
状

況
を
判
断
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
健

全
化
判
断
比
率
及
び
公
営
企
業
の
資
金

不
足
比
率
の
算
定
及
び
公
表
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
平
成
27

年
度
決
算
に
基
づ
く
西
之
表
市
の
健
全

化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

１　

健
全
化
判
断
比
率

　

健
全
化
法
に
お
い
て
は
、
地
方
公
共

団
体
の
財
政
状
況
を
客
観
的
に
表
し
、

財
政
の
早
期
健
全
化
や
再
生
の
必
要
性

を
判
断
す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
、
以

下
の
４
つ
の
財
政
指
標
を
「
健
全
化
判

断
比
率
」
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

■問い合わせ先
　市役所行政経営課財政係
　℡ 22‐1111 内線 210

①健全化判断比率総括表
◇西之表市の 4つの指標は、全て健全化基準を下回っています。

区　　分 健全化判断比率 早期健全化基準 財政再生基準 地方債許可基準平成 27 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 26 年度
実質赤字比率 － － 14.57％ 14.69％ 20.00％ 10.00％

連結実質赤字比率 － － 19.57％ 19.69％ 40.00％
実質公債費比率 8.7％ 8.9％ 25.0％ 25.0％ 35.0％ 18.0％
将来負担比率 64.8％ 70.3％ 350.0％ 350.0％

※実質赤字、連結実質赤字がなく実質赤字比率、連結実質赤字比率が算定されないため「－」で記載し
ています。
※実質公債費比率は、平成 20 年度までは地方債許可移行基準 18％を超えており、地方債許可団体と
なっていたため、公債費適正化計画を策定して行財政改革など財政の健全化を図った結果、平成 21
年度は 17.6％と 18.0％を下回り、ようやく地方債発行に許可を要しない協議団体に移行しました。

　

公
営
企
業
ご
と
の
資
金
不
足
額
（
一

般
会
計
等
の
実
質
収
支
の
赤
字
額
に
あ

た
る
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

規
模
に
対
す
る
比
率
で
す
。

早
期
健
全
化
基
準
と
は
・
・
・

　

地
方
公
共
団
体
が
、
財
政
収
支
が
不

均
衡
な
状
況
そ
の
他
の
財
政
状
況
が
悪

化
し
た
状
況
に
お
い
て
、
自
主
的
か
つ

計
画
的
に
そ
の
財
政
の
健
全
化
を
図
る

べ
き
基
準
と
し
て
、
実
質
赤
字
比
率
、

連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比

率
及
び
将
来
負
担
比
率
の
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
定
め
ら
れ
た
数
値
で
す
。

財
政
再
生
基
準
と
は
・
・
・

　

地
方
公
共
団
体
が
、
財
政
収
支
の
著

し
い
不
均
衡
そ
の
他
の
財
政
状
況
の
著

し
い
悪
化
に
よ
り
自
主
的
な
財
政
の
健

全
化
を
図
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
お

い
て
、
計
画
的
に
そ
の
財
政
の
健
全
化

を
図
る
べ
き
基
準
と
し
て
、
実
質
赤
字

比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
及
び
実
質

公
債
費
比
率
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、

早
期
健
全
化
基
準
を
超
え
る
も
の
と
し

て
定
め
ら
れ
た
数
値
で
す
。

経
営
健
全
化
基
準
と
は
・
・
・

　

地
方
公
共
団
体
が
、
自
主
的
か
つ
計

画
的
に
公
営
企
業
の
経
営
の
健
全
化
を

図
る
べ
き
基
準
と
し
て
、
資
金
不
足
比

率
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
数
値
で
す
。

２　

公
営
企
業
に
お
け
る

　
　
　
　
　

資
金
不
足
比
率

②公営企業における資金不足比率
◇西之表市の公営企業会計は次のとおり、資金不足はありません。

会計名 資金不足比率 経営健全化基準 企業債許可制移行基準H27 H26
水道事業 － －

20％ 10％簡易水道特別会計 － －
地方卸売市場特別会計 － －
資金不足がなく資金不足比率が算定されないため「－」で記載しています。

※経営健全化基準は、健全化判断比率での早期健全化基準にあたるもので 20％を超えると
経営健全化計画策定が義務付けられます。



　

平
成
19
年
６
月
に
公
布
さ
れ
た
「
地

方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
」
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
は

平
成
19
年
度
決
算
か
ら
健
全
化
判
断
比

率
と
資
金
不
足
比
率
を
算
定
し
、
監
査

委
員
の
審
査
に
付
し
た
上
で
議
会
に
報

告
し
、
市
民
へ
公
表
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

１　

健
全
化
判
断
比
率

　

健
全
化
法
に
お
い
て
は
、
地
方
公
共

団
体
の
財
政
状
況
を
客
観
的
に
表
し
、

財
政
の
早
期
健
全
化
や
再
生
の
必
要
性

を
判
断
す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
、
以

下
の
４
つ
の
財
政
指
標
を
「
健
全
化
判

断
比
率
」
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

【内容】　歳入総額（12,600,142 千円）から歳出総額（12,307,530 千円）を差し引いた歳入歳出差引額
（292,612 千円）に対して、翌年度へ繰り越すべき財源（8,786 千円　明許繰越費）を差し引いた実質収支
額が 283,826 千円となります。標準財政規模が 5,731,887 千円ですので、算定式にあてはめた結果、－ 4.95％
となり実質赤字比率は発生しない「－」ということになります。

【一般会計等の実質赤字額】一般会計及び特別会計のうち普通会計に相当する会計における実質赤字額[実
質赤字の額＝繰上充用額＋（支払繰り延べ額＋事業繰越額）]
【実質収支額】その年度の収入と支出の実質的な差額をみるもので、歳入歳出差引額（形式収支）から翌
年度繰り越すべき継続費逓次繰越額や繰越明許費繰越額等の財源を控除した額をいいます。
【標準財政規模】地方公共団体の標準的な状態で通常収入されるであろう経常的一般財源の規模を示すも
のです。（標準税収入額等＋普通交付税額＋臨時財政対策債発行可能額）
【標準税収入額等】地方公共団体の税収入確保の適正化のための指標で、地方税及び地方譲与税の収入見
込額の理論値です。
【臨時財政対策債発行可能額】地方債（借入金）の一種です。国の地方交付税特別会計の財源が不足し、
地方交付税として交付するべき財源が不足した場合に、地方交付税の交付額を減らして、その穴埋めと
して、該当する地方公共団体自らが地方債を発行させる制度です。なお、後年度普通交付税の基準財政
需要額に算入されます。

②連結実質赤字比率
　全会計を対象とした実質赤字額又は資金の不足額の標準財政規模に対する比率です。よって、一部
の会計で赤字が発生していれば、市全体の財政は良いとはいえません。

－ 10.02％
（負の数値の場合、黒字）

連結実質赤字額（一般会計等の実質収支額＋
公営企業及び特別会計の資金不足額

又は資金剰余額）

標準財政規模

－ 574,790

5,731,887
＝ ＝

【内容】　一般会計等の実質収支額 283,826 千円、公営企業の資金不足額又は資金剰余額（水道事業、簡
易水道特会、地方卸売市場特会）213,412 千円、公営企業に属さない特別会計の資金不足額又は資金剰
余額（国保特会、介護特会、後期特会、交通災害特会）77,552 千円であり、合計 574,790 千円となります。
標準財政規模が 5,731,887 千円ですので、算定式にあてはめた結果、－ 10.02％となり実質赤字比率は発
生しない「－」ということになります。

■問い合わせ先
　市役所行政経営課財政係
　℡ 22‐1111 内線 210

－ 4.95％
（負の数値の場合、黒字）

一般会計等の実質収支額

標準財政規模

－ 283,826

5,731,887
＝ ＝

①実質赤字比率
　一般会計等（普通会計）を対象としており、実質赤字額が標準財政規模に対
する比率です。赤字が生じた場合は、早期解消を図る必要があります。



③実質公債費比率（3か年平均）
　一般会計等（普通会計）が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模を基本とした額に対する
比率です。

9.54678％
（Ｈ 27）

（地方債の元利償還金＋準元利償還金）－（特定財源＋元利
償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）

標準財政規模－（元利償還金・準元利償還金に係る
基準財政需要額算入額）

466,512

4,886,592
＝ ＝

（H25：8.77445 ＋ H26：7.88422 ＋Ｈ 27：9.54678）　÷　3　＝　8.7％

【内容】　地方債元利償還金（一般会計等に係る公債費：繰上償還額等除く）1,134,707千円、準元利償還
金 258,667 千円、特定財源（公営住宅使用料及び都市計画税）81,567 千円、元利償還金・準元利償還金
に係る基準財政需要額算入額 845,295 千円となりました。標準財政規模が 5,731,887 千円ですので、算定
式にあてはめた結果、平成 27 年度（単年度）は 9.54678％となりました。
　なお、実質公債費比率は通常3か年平均（平成25年度～平成27年度）で表すことから、8.7％となります。
【準元利償還金】公営企業など他の会計の公債費に対して一般会計から繰り出す経費や一部事務組合の公債費に
対する負担金などを指します。

④将来負担比率
　地方公社や損失補償を行なっている出資法人等に係るものも含め、一般会計等（普通会計）が将来負担す
べき実質的な負債の標準財政規模に対する比率です。「将来負担」とは、一般会計の地方債残高のほか、契約
等で将来の支払いを約束されているもの（債務負担行為）のうち公債費に準じるものや公営企業など他の会
計の地方債残高のうち一般会計が負担するもの、一部事務組合の地方債残高のうち市の負担分、さらには、
職員の退職手当支給予定額、第３セクター等への損失補償などをいいます。地方公共団体の一般会計等の借
入金（地方債）や将来支払っていく可能性のある負担等の現時点での残高を指標化し、将来財政を圧迫する
可能性の度合いを示す指標ともいえます。

64.8％

将来負担額－（充当可能基金額＋特定財源見込額
＋地方債現在高に係る基準財政需要額算入額）

標準財政規模－（元利償還金・準元利償還金に係る
基準財政需要額算入額）

3,169,449

4,886,592
＝ ＝

【内容】将来負担額（14,854,443 千円）、充当可能基金額（2,720,125 千円）、特定財源見込額（534,769 千
円）、地方債現在高に係る基準財政需要額算入額（8,430,100 千円）、元利償還金・準元利償還金に係る基
準財政需要額算入額（845,295 千円）となりました。標準財政規模が 5,731,887 千円ですので、算定式に
あてはめた結果、将来負担比率は 64.8％となりました。
【将来負担額】「地方債現在高、債務負担行為に基づく支出予定額、特別会計に係る一般会計からの地方
債償還に充てるための繰入れ、一部事務組合が起こした地方債償還に係る負担見込額、退職手当予定額、
設立法人の負債の額に係る負担見込額」をいいます。

２　

財
政
の
早
期
健
全
化
と

　
　

財
政
の
再
生

　

地
方
公
共
団
体
は
、
健
全
化
判
断
比

率
の
い
ず
れ
か
が
早
期
健
全
化
基
準
以

上
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
健
全
化
判

断
比
率
を
公
表
し
た
年
度
の
末
日
ま
で

に
、「
財
政
健
全
化
計
画
」
を
定
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
再
生
判
断
比
率
（
健
全
化
判

断
比
率
の
う
ち
の
将
来
負
担
比
率
を
除

い
た
３
つ
の
指
標
）
の
い
ず
れ
か
が
財

政
再
生
基
準
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、

当
該
再
生
判
断
比
率
を
公
表
し
た
年

度
の
末
日
ま
で
に
、「
財
政
再
生
計
画
」

を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

３　

資
金
不
足
比
率
の
内
容

　

公
営
企
業
ご
と
の
、
資
金
不
足
額
の

事
業
の
規
模
に
対
す
る
比
率
で
す
。

（
公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
、
公
営
企

業
の
事
業
規
模
で
あ
る
料
金
収
入
の
規

模
と
比
較
し
て
指
標
化
し
、
経
営
状
態

の
悪
化
の
度
合
い
を
示
す
指
標
で
す
。）

資
金
不
足
比
率
が
経
営
健
全
化
基
準
以

上
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
経
営
健
全
化

計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。



▽
健
全
化
判
断
比
率
等
の
対
象
と
な
る
会
計

　

健
全
化
判
断
比
率
の
対
象
と
な
る
会
計
の
範
囲
を
図
示
す
る

と
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

下
の
グ
ラ
フ
は
、
健
全
化

判
断
比
率
の
経
年
変
化
を
表

し
て
い
ま
す
。

　

実
質
赤
字
比
率
と
連
結
実
質
赤
字

比
率
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
の
実
質
収
支
が
黒
字
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
赤
字
は
発
生
し
て
い

ま
せ
ん
。
実
質
公
債
費
比
率
と
将
来

負
担
比
率
に
つ
い
て
は
、
新
規
に
発

行
す
る
地
方
債
の
抑
制
や
繰
上
償

還
、
さ
ら
に
は
基
金
造
成
な
ど
を

行
っ
て
き
て
お
り
数
値
は
改
善
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
県
内
19
市
及
び

類
似
団
体
と
の
比
較
で
は
、
ま
だ
ま

だ
十
分
な
財
政
指
数
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
事
業
の
重
点
化
、
効
率
化
を
図

り
な
が
ら
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ

て
、財
政
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▽
経
年
変
化
の
折
れ
線
グ
ラ
フ

実
質
公
債
費
比
率
（
％
）

将
来
負
担
比
率
（
％
）

実質公債費比率
将来負担比率

平成 27 年度
県内 19 市平均値の見通し

将来負担比率 29％程度
実質公債費比率 8.7％程度

平成 27 年度
県内 19 市平均値の見通し

将来負担比率 29％程度
実質公債費比率 8.7％程度
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ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い
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８８８８
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ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

８８８８
26

１部　最優秀賞３席　みなみ号　　野崎一夫（榕城）
　　　　　　　５席　りょうこ号　杉　直樹（伊関）
２部　最優秀賞１席　あこ号　　　下園隆幸（現和）
　　　　　　　６席　ゆめ号　　　杉　直樹（伊関）
　　　　　　　７席　ななこ号　　中園昌吾（安納）
　　　　　　   12 席　みなづき号　杉　直樹（伊関）
３部　最優秀賞１席　はなゆみ号　中園昌吾（安納）
　　　　　　　７席　ます号　　　杉　直樹（伊関）
　　　　　　   10 席　みらい号　　平原信孝（安納）
４部　最優秀賞１席　じゅん号　　平原信孝（安納）

※最優秀賞のうち本市出品牛のみ掲載

９９９９
８

最優秀賞   羽嶋珈蓮（住吉６）
　　　　   「新しいいのち」

金賞　　   橋口麻央（古田５）
　　　　   「子牛のお食事」
　　　　   沖田　楓（安納６）
　　　　   「牛の親子」
　　　　   竹下紅彩（榕城６）「牛のえさやり」
銀賞　　   大田ひな（現和５）
　　　　   「世界にほこる日本の黒毛和牛と霜降りステーキ」
　　　　   南ほのか（伊関５）「かわいい子牛」
　　　　   杉　麗也（伊関６）「優勝牛」
※金賞・銀賞作品は市HP掲載

※( ) 内は小学校名・学年

▲
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第113弾
種子島の旬の食材をおいしく食べよう！

８月

～

９月



　

平
成
28
年
10
月
１
日
か

ら
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン

が
定
期
接
種
と
な
り
ま
す
。

Ｂ
型
肝
炎
は
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
に
よ
っ
て
お
こ
る
肝
臓
の
病
気
で

す
。
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
で
、

身
体
の
中
に
Ｂ
型
肝
炎
の
免
疫
が
で
き

ま
す
。
免
疫
が
で
き
る
こ
と
で
、
一
過

性
の
肝
炎
の
予
防
や
同
時
に
キ
ャ
リ
ア

に
な
る
こ
と
の
予
防
が
で
き
、
ま
わ
り

の
人
へ
の
感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

【
対
象
者
】

　

平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
に
生
ま
れ

た
０
歳
児
で
、
生
後
２
か
月
〜
１
歳
未

満
の
者

【
接
種
回
数
】
３
回

【
接
種
方
法
】

　

27
日
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
、
２
回

接
種
し
た
後
、
第
１
回
目
の
注
射
か
ら

１
３
９
日
（
20
週
）
後
に
３
回
目
を
接

種
す
る
。

【
委
託
医
療
機
関
】

　

種
子
島
医
療
セ
ン
タ
ー
・
井
元
医
院
・

種
子
島
産
婦
人
科
医
院

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接

種
が
始
ま
り
ま
す

　

10
月
17
日
（
月
）
か
ら
23
日
（
日
）

ま
で
の
１
週
間
は
、
行
政
相
談
週
間
と

な
っ
て
お
り
、
全
国
的
に
各
種
行
事
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
一
環
と
し
て
、
市
で
は
行
政
相

談
委
員
の
長
深
田 

稔
さ
ん
が
、
行
政
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

国
な
ど
の
行
政
機
関
の
仕
事
に
対
す

る
苦
情
・
要
望
・
問
い
合
わ
せ
な
ど
、

な
ん
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
な
お
、
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
総
務
課
法
制
文
書
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
７
７

～行政相談所～
【日時】１０月２９日（土）
　　　  １０時～正午
【場所】市民会館２０２会議室

長深田 稔さん
℡２３－１３１８

総務省行政相談委員
西之表市担当

【
注
意
】

・
１
回
目
の
接
種
か
ら
３
回
目
の
接
種

を
終
え
る
ま
で
に
は
、
お
お
よ
そ
半
年

間
か
か
り
ま
す
。
特
に
、
平
成
28
年
４

月
、
５
月
生
ま
れ
の
方
は
、
10
月
で
既

に
生
後
５
〜
６
か
月
が
経
過
し
て
い
ま

す
の
で
、
接
種
日
程
に
つ
い
て
は
十
分

な
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
母
子
感
染
予
防
の
た
め
に
抗
Ｈ
Ｂ
ｓ

人
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
と
併
用
し
て
、
Ｂ

型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
る
場

合
は
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
る
た
め
、

定
期
接
種
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

・
対
象
者
の
方
に
は
、
事
前
に
通
知
書

を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
予
診
票
・

母
子
手
帳
を
持
参
の
う
え
、
予
防
接
種

委
託
医
療
機
関
で
接
種
し
て
下
さ
い
。

・
平
成
28
年
10
月
１
日
よ
り
前
に
、
定

期
の
予
防
接
種
に
相
当
す
る
も
の
を
接

種
さ
れ
て
い
る
方
で
、
10
月
１
日
以
降

の
接
種
に
つ
い
て
は
定
期
で
行
え
ま
す

の
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
母
子
手
帳

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か

　

℡
２
４
‐
３
２
３
３



■
問
い
合
わ
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　
　

℡
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
役
所
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係

　
　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

◆消費に関するご相談・お問い合わせは
西之表市消費生活センター　℡ 22‐1111 内線 306

障
害
基
礎
年
金
に
つ
い
て

ア
．
国
民
年
金
加
入
中

イ
．
20
歳
前
の
期
間

ウ
．
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
年
金

制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
方

　

ア
〜
ウ
に
該
当
す
る
期
間
に
初
診
日

（
障
害
の
原
因
と
な
っ
た
病
気
や
け
が
に

つ
い
て
、
初
め
て
医
師
の
診
断
を
受
け
た

日
）
の
あ
る
病
気
や
ケ
ガ
で
、
一
定
の
障

害
状
態
に
あ
る
間
は
、
障
害
基
礎
年
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

※
た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
を
繰
り
上
げ

て
受
給
し
て
い
る
方
を
除
き
ま
す
。

②
初
診
日
に
お
い
て
65
歳
未
満
で
あ
り
、

初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
１

年
間
に
保
険
料
の
未
納
が
無
い
こ
と
。

光
回
線
サ
ー
ビ
ス
の
乗
り
換
え
は
慎
重
に
！

【
事
例
】
大
手
電
話
会
社
を
名
乗
り
「
新
サ
ー
ビ
ス
で

す
。」
と
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
の
で
、
長
年
契
約
し

て
い
る
会
社
だ
と
思
っ
て
話
を
聞
い
た
。
光
回
線
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
料
が
安
く
な
る
と
思
い
、
担
当
者
に
言
わ

れ
る
ま
ま
転
用
承
諾
番
号
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
取
得

し
、
伝
え
た
。
し
か
し
、
届
い
た
登
録
完
了
通
知
を
見

た
ら
、
大
手
電
話
会
社
と
は
別
会
社
と
の
契
約
で
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
解
約
し
た
い
。　
　
　
　
（
60
歳
代
男
性
）

【
ひ
と
こ
と
助
言
】

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
）
が
、
光
回
線
サ
ー

ビ
ス
卸
売
を
開
始
し
、
多
く
の
事
業
者
が
光
回
線
だ
け
で
な
く
、
独
自
の

サ
ー
ビ
ス
等
を
セ
ッ
ト
に
し
て
販
売
す
る
な
ど
、
契
約
内
容
が
多
様
化
、

複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

・
勧
誘
を
受
け
た
際
は
、
必
ず
契
約
先
の
事
業
者
名
、
サ
ー
ビ
ス
等
の
契

約
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
か
ら
ほ
か
の
業
者
へ
乗
り
換

え
る
場
合
は
、
転
用
承
諾
番
号
の
取
得
が
必
要
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
と
の
契

約
は
な
く
な
り
ま
す
。

・「
安
く
な
る
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
も
、
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
セ
ッ
ト
契

約
で
か
え
っ
て
高
額
に
な
っ
た
り
、
現
在
契
約
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
の
解

約
料
金
が
発
生
し
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
契
約
内
容
を
理
解
し
た

上
で
検
討
し
ま
し
ょ
う
。国

民
生
活
セ
ン
タ
ー
見
守
り
新
鮮
情
報
よ
り
抜
粋

※
２
０
１
６
年
５
月
か
ら
、
電
気
通
信
事
業
法
に
新
た
な
消
費
者
保
護

ル
ー
ル
が
加
わ
り
、
書
面
の
受
領
日
等
か
ら
８
日
間
は
、
電
気
通
信
事
業

者
の
合
意
な
く
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
解
除
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
初

期
契
約
解
除
ル
ー
ル
）。
た
だ
し
、
解
除
日
ま
で
の
利
用
料
の
実
費
を
支

払
い
ま
す
。
西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、
光
回
線
や
プ

ロ
バ
イ
ダ
に
関
す
る
相
談
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
契
約
時
は
、「
安

く
な
る
」
と
い
う
言
葉
を
鵜う

呑の

み
に
せ
ず
、
勧
誘
し
て
き
た
業
者
は
ど
こ

な
の
か
？
契
約
先
は
ど
こ
な
の
か
？
何
の
契
約
を
い
く
ら
で
す
る
の
か
？

契
約
内
容
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
た
上
で
、
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
４
月
か
ら
の
年
金
額

（
１
級
）
９
７
５
，
１
２
５
円

（
２
級
）
７
８
０
，
１
０
０
円

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
に
は

　

初
診
日
の
前
日
に
お
い
て
、
次
の
い
ず

れ
か
の
保
険
料
納
付
要
件
を
満
た
し
て

い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
初
診
日
に
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の

公
的
年
金
の
加
入
期
間
の
２
／
３
以
上

の
期
間
に
つ
い
て
、
保
険
料
が
納
付
ま
た

は
免
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

障
害
厚
生
年
金
に
つ
い
て

　

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
間
に
、
初

診
日
の
あ
る
病
気
や
ケ
ガ
で
、
障
害
基
礎

年
金
の
１
級
ま
た
は
２
級
に
該
当
す
る

障
害
状
態
に
な
っ
た
時
は
、
障
害
基
礎
年

金
に
上
乗
せ
し
て
、
障
害
厚
生
年
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
の
状
態
が
２
級
に
該
当
し

な
い
軽
い
程
度
の
障
害
の
時
は
、
３
級
の

障
害
厚
生
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
障
害
厚
生
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に

は
、
障
害
基
礎
年
金
の
保
険
料
納
付
要
件

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

《
相
談
・
手
続
き
先
》

・
市
役
所
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係

・
出
張
年
金
相
談
会
（
毎
月
開
催
、
お
問

い
合
わ
せ
は
国
民
年
金
係
ま
で
）

・
鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

障
害
年
金
を
受
け
る
に
は
、
本
人
ま
た

は
ご
家
族
に
よ
る
年
金
の
請
求
手
続
き

が
必
要
に
な
り
ま
す



「
寝
食
を
共
に
！
」

　
　
　

〜
宿
泊
体
験
活
動
〜

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７

▲



Ｈ-

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
31
号
機

打
上
げ
決
定
！

　

Ｈ-

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
31
号
機
に
よ

る
、
静
止
気
象
衛
星
「
ひ
ま
わ
り
９

号
」（
Ｈ
ｉ
ｍ
ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｉ
‐
９
）

の
打
上
げ
が
決
ま
り
ま
し
た
。

【
打
上
げ
予
定
日
】

　

11
月
１
日
（
火
）

【
打
上
げ
予
定
時
刻
】

　

15
時
20
分
〜
18
時
18
分

※
打
上
げ
予
備
期
間
の
打
上
げ
予
定

時
間
帯
は
、
15
時
20
分
〜
18
時
40
分

の
間
で
、打
上
げ
日
毎
に
設
定
し
ま
す
。

【
打
上
げ
予
備
期
間
】

　

11
月
２
日（
水
）〜
12
月
31
日（
土
）

　

気
象
衛
星
「
ひ
ま
わ
り
９
号
」
は
、

２
０
１
４
年
に
打
上
げ
ら
れ
、
毎
日

の
天
気
予
報
で
お
な
じ
み
と
な
っ
て

い
る
「
ひ
ま
わ
り
８
号
」
の
同
型
機
。

「
ひ
ま
わ
り
９
号
」
は
、
２
０
２
２

年
ま
で
は「
ひ
ま
わ
り
８
号
」の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
を
務
め
、
そ
の
後
は
８
号

静
止
気
象
衛
星
「
ひ
ま
わ
り
９
号
」

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

と
交
代
し
て
観
測
を
行
い
ま
す
。

　

ひ
ま
わ
り
８
号
・
９
号
は
衛
星
か
ら

見
え
る
範
囲
の
観
測
を
、
10
分
で
行
う

こ
と
が
で
き
る
と
同
時
に
、
特
定
の
領

域
を
高
頻
度
に
観
測
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
ま
た
、
台
風
や
集
中
豪
雨
を
も

た
ら
す
雲
等
の
移
動
・
発
達
を
詳
細
に

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
世
界

最
先
端
の
観
測
能
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

観
測
し
た
デ
ー
タ
は
日
本
だ
け
で
は
な

く
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
・
地
域
の
気

象
機
関
に
提
供
さ
れ
、
現
地
で
の
気
象

予
報
に
も
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
人
工
衛
星
に
は
、「
さ
く
ら
」

や
「
ひ
ま
わ
り
」
な
ど
、
花
の
名
前
が

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
意
味

が
あ
っ
て
、
人
工
衛
星
が
宇
宙
の
軌
道

に
乗
っ
た
時
に
「
宇
宙
に
花
開
け
」
と

い
う
願
い
を
込
め
て
、
花
の
名
前
が
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
静
止
気
象
衛
星
は

「
ひ
ま
わ
り
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
、
常
に
太
陽
に
向
か
っ
て

花
を
咲
か
せ
、
時
間
と
共
に
太
陽
を
追

い
か
け
る
よ
う
に
向
き
が
変
わ
る
、
ひ

ま
わ
り
の
花
に
ち
な
ん
で
、
い
つ
も
地

球
の
同
じ
位
置
を
追
い
か
け
る
よ
う
に

観
測
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
ひ
ま
わ
り
」

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
人
工
衛
星
の
名
前
」
は
ど
う
や
っ
て

決
め
る
の
か
知
っ
て
い
ま
す
か
？

【開催日時】
　１１月９日（水）９：３０～１６：３０
【開催場所】　西之表市役所
【相談員】
　鹿児島大学教育学部　大坪治彦 教授
　県立中種子養護学校　福元康弘 教諭　他
【対象】
　園児から中学生までの幼児・児童・生徒及
びその保護者・担任等
【相談料】　無料
　※相談は個別に行い、相談時間は３０分程
度。事前に時間帯と部屋をお知らせします。
【申込方法】
　園児等未就学児　…各園の先生へ
　児童・生徒　…各学校の先生へ
　または、直接、市教育委員会
学校教育課指導係
（℡２２‐０７１０
担当：山田島）へ
ご連絡ください。

～就学に関する教育相談会～
一
人
一
人
の
子
ど
も
た
ち
に

　
　
　

よ
り
豊
か
な
学
び
の
場
を

支
援

の
輪 を

広
げ

よ
う！

援

の を
広
げ

よ



校区 男 女 計 世帯数
榕城 3742 4188 7930 3956
上西 235 275 510 275
下西 1082 1225 2307 1183
国上 557 603 1160 611
伊関 194 209 403 211
安納 204 222 426 228
現和 641 657 1298 683
安城 147 164 311 173
立山 57 53 110 55
中割 52 51 103 60
古田 187 227 414 203
住吉 422 502 924 507

［火　災］
 出火件数　 0 件
 うち建物　 0 件
［救　急］
 出動件数　82件
 うち急病　46件

発生件数　 14 件
死 者　   0 人
負 傷 者　 17 人

（
出
生
児
）
（
性
別
）

（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

八
板　

知ち

か香

女

宏
樹

誠
子

池
野

上
妻　

楓
　
か
え
で

男

竜
也

尚
子

上
石
寺

原
田　

侑ゆ
う
ま茉

男

訓
志

由
加
里
山
口
県

酒
匂　

葵あ
ゆ由

女

悠
彦

聖
子

上
之
原

平
原　

海み

あ愛

女

大
成

美
穂

横
山

大
田　

尚な
お
か和

男

尚
人

か
お
り
川
迎

春
村　

妃ひ

ま

り星

女

広
樹

淳
美

塰
泊

立
山　

澄う

み海

男

和
彦

鮎
美

下
石
寺

山
元　

あ
ず
き

女

康
太
郎
麻
弥

西
町

田
中　

乙お
と
は羽

女

剛
二

さ
ち
子
川
迎

［人口］
全体 15,896 人（－   31）
男性   7,520 人（－     6）
女性   8,376 人（－   25）

［世帯数］
世帯（－  　8）

（　）内の数字は前月比

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

髙
栁　

フ
サ
子

86

牧
之
峯

川
原　

ア
タ
ミ

87

川
脇

伊
東　

郁

62

浦
田

礒
邉　

マ
サ
子

78

洲
之
崎

和
田　

實

85

田
屋
敷

田
中　

62

古
園

（
寄
付
者
名
）

（
住
所
）

（
故
人
名
）

鮫
元　

芳
美

中
西

鮫
元　

キ
ヨ
子

楢
原　

幽
美
子

納
曽

楢
原　

行
信

佐
山　

よ
り
子

納
曽

佐
山　

計
典

田
上　

雅
子

深
川

田
上　

義
人

平
山　

美
代
子

榕
城
中
目

平
山　

武
久

鏑
木　

康
子

中
野

鏑
木　

孝
太
郎

沖
田　

正
子

野
首

沖
田　

純
男

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
及
び
一
般
と
し
て
ご
寄

付
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
親
族
の
ご
芳
志
に
副
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の
た
め

に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
氏
名
）　 　
　
　
（
住
所
）

日
髙　

遥
介　
　
　

小
牧
野

　
　

＆

渡
邉　

智
佐
美　
　

岳
之
田

小
倉　

哲
平　
　
　

松
畠

　
　

＆

小
川　

亞
也　
　
　

池
野

田
上　

雄
大　
　
　

松
畠

　
　

＆

上
畑　

花　
　
　
　

若
宮

本
城　

忠
久　
　
　

安
城

　
　

＆

梅
田　

裕
美　
　
　

中
西

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

榎
本　

ヨ
シ

90

現
和
上
之
町

柳
田　

勉

85

浦
田

有
島　

勇

83

榕
城
中
目

坂
中　

功
一

43

塰
泊

武
田　

サ
カ
エ

93

池
野

礒
邉　

一
行

83

洲
之
崎

山
口　

道
子

82

塰
泊

八
板　

鉃
弘

79

大
花
里

向
江　

重
文

65

下
郷



蝉
し
ぐ
れ
短
き
命
惜
し
む
の
か
力
の
か
ぎ
り
ふ
り
し
ぼ
る
声

草く
さ
む
ら叢
の
一
株
に
咲
く
ツ
ワ
ブ
キ
は
強
く
も
見
え
し
寂
し
く
も
あ
り

若
き
こ
ろ
働
き
づ
め
の
我
に
問
う
今
は
ゆ
っ
く
り
し
て
も
い
い
ね
と

自
ら
の
吐
き
て
言
葉
に
悔
い
残
し
帰
る
頭
上
に
月
は
照
ら
せ
る

久
し
ぶ
り
鉄
砲
ま
つ
り
の
風
に
吹
か
れ
行
列
を
み
る
故
郷
の
夏

い
い
塩
梅
イ
サ
ム
ち
ゃ
ん
家
の
干
物
等
ト
ッ
ピ
ー
カ
マ
ス
を
食
し
て
楽
し

種
子
島
佐
多
の
岬
が
時し

け化
て
こ
そ
幸
せ
運
ぶ
ふ
る
さ
と
帰
路
道

十
キ
ロ
の
米
を
軽
々
持
ち
し
母
今
は
墓
参
の
花
さ
え
重
し
と

寝
静
ま
る
闇
を
聞
こ
え
来
梟

ふ
く
ろ
うよ

何
を
嘆
く
や
ほ
ろ
ほ
ろ
ほ
ろ
と

富
士
山
に
樹
海
が
あ
る
と
聞
く
我
は
樹
海
に
ま
よ
う
夜
ご
と
夢
み
る

初
産
の
臨
月
迎
へ
し
わ
が
孫
へ
世
話
や
き
婆
の
メ
ー
ル
増
え
ゆ
く

戦
前
の
疎
開
地
の
父
母
に
育
ま
れ
幾
年
す
ぎ
て
今
は
亡
き
あ
と

故
郷
に
十
数
年
ぶ
り
の
友
の
顔
月
日
の
過
ぎ
る
あ
ま
り
の
早
さ

喫
茶
店
出
で
て
仲
間
と
別
れ
ゆ
く
そ
れ
ぞ
れ
の
背
な
夕
陽
に
染
め
て

満
月
の
月
の
し
ず
く
か
萩
の
露
初
秋
の
風
が
や
さ
し
く
そ
よ
ぐ

か
き
氷
か
ら
だ
を
冷
や
し
い
い
気
持
ち

東
町
・
池
亀
カ
ヅ
エ

大
阪
府
吹
田
市
・
石
橋　

卓
夫

わ
ら
び
苑
・
沖
田　

ソ
デ

天
神
町
・
川
﨑　

正
子

兵
庫
県
西
宮
市
・
河
野　

博
嗣

天
神
町
・
河
東
よ
し
子

大
阪
府
枚
方
市
・
月
精　

五
光

榕
城
中
目
・
小
林
由
美
子

国
上
中
目
・
笹
河　

道
子

野
首
・
笹
川　

満
子

榕
城
中
目
・
下
村
タ
ミ
子

鴨
女
町
・
園
田　

睦
子

住
吉
仲
之
町
・
中
畠　
　

茜

西
町
・
名
越　

和
子

白
石
・
森　

ア
イ
子

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
よ
し
や
す

区　分 島内産 島外産
入荷量 19 トン 27 トン
46 トン （41％） （59％）
取引額 650 万円 572 万円
1,222 万円 （53％） （47％）

内　訳
入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏） （千円） （㎏） （千円）

野
菜
類

根 菜 類 865 406 4,077 574
葉 茎 菜 類 357 140 8,306 1,108
果 菜 類 2,486 598 3,740 1,035
そ の 他 10,697 2,614 4,935 1,226
小 計 14,405 3,758 21,058 3,943

果
物
類

かんきつ類 4 1 327 141
果 瓜 類 3,680 345 1,010 180
そ の 他 651 780 3,079 966
小 計 4,335 1,126 4,416 1,287

鳥卵・加工品等 94 40 1,133 481

花　類
34,682

1,574
300

8
本 本

青
果
状
況
【
８
月
】

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場

℡
２
２
‐
０
２
１
６

野
菜
・
果
物
・
花
類
の
出
荷
を
ご
希
望
の
方
は
、

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
10
月
の
休
み
》
2
日
・
5
日
・
9
日
・
10
日
・
16
日
・
19
日
・

　
　
　
　
　
　

23
日
・
26
日
・
30
日

編
集
後
記

　

今
月
の
表
紙
は
鉄
砲
ま
つ
り
の
「
子
供
み
こ
し
」
で
の

一
枚
。
炎
天
下
で
の
撮
影
に
体
力
を
奪
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
」
と
子
ど
も
た
ち

の
声
に
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
▽
最
近
、
朝
晩
が
涼
し

く
な
り
、
い
よ
い
よ
秋
到
来
で
す
ね
。
秋
は
読
書
、
芸
術
、

ス
ポ
ー
ツ
…
そ
し
て
、
食
欲
の
秋
！
「
期
間
限
定
」
の
文

字
を
目
に
す
る
と
、
つ
い
つ
い
手
が
の
び
て
し
ま
う
方
も

多
い
の
で
は
？
「
旬
」
の
食
材
を
使
っ
た
美
味
し
い
も
の

を
食
べ
に
出
掛
け
る
「
旅
の
秋
」
良
い
で
す
ね
★
（
莉
）

【募集期間】
11月 14 日 ( 月 ) まで
 ※当日消印有効
【テーマ】
種子島の魅力、風景、 
伝統行事…etc
種子島の歴史・文化・風景・
伝統行事など「種子島の魅
力」を表現したもの。

詳しくは、
種子島観光協会公式 HP を
ご覧ください。

■問い合わせ先
　種子島観光協会
　℡ 23‐0111
　http://tanekan.jp/

　

市
政
の
窓
９
月
号
19
ペ
ー
ジ
「
文
芸
に
し
の
お
も
て
」（
東

町
・
徳
永
ソ
ヨ
子
さ
ん
作
品
）
の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
次
の
と
お
り
訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）
遠
き
日
に
川
染
め
遊
び
鳳
仙
花
今
年
も
庭
に
咲
い
て
な
つ
か
し

（
正
）
遠
き
日
に
爪
染
め
遊
び
鳳
仙
花
今
年
も
庭
に
咲
い
て
な
つ
か
し



■問い合わせ先
　市教育委員会社会体育係　℡ 22‐1111 内線 259

■問い合わせ先
　市役所地域支援課協働推進係　℡ 22‐1111 内線 214

販売店部門

「おいしさ賞」受賞

安納芋もち安納芋もち安納芋もち

たかさきストア
TEL22-0029

1日
20パック
1日
20パック

限定

午前11時から
店頭販売致します

1パック…216円（税込）

■問い合わせ先
　市福祉事務所子育て支援係　℡ 22‐1111 内線 328


